
令和6年度「手づくり郷土賞」伝達式を開催しました

〇 令和6年度で第39回目の開催となる「手づくり郷土賞（国土交通大臣表彰）」において、中部地方整備局管内から、一般部門で

１件が選定されました。（35件応募のうち13件（大賞部門2件、一般部門11件）が選定）

〇 受賞された矢田・庄内川をきれいにする会（昭和49年結成）は「きれいで快適な生活環境をとり戻し、次代へ引きつぐ」ことを

目的として、庄内川水系に生息する生物の調査、水質や魚道の改善運動、子どもたちの環境学習の支援などを行っています。

〇 今回、一般部門選定の選定対象である「地域の魅力や個性を創出している良質な社会資本及びそれと関わりがある優れた地域活

動が一体となったもの」として、長年の活動が評価されての受賞となりました。

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 SHONAIGAWA RIVER OFFICE

日 時：令和７年２月１１日（火祝）11：00～12：00

会 場：庄内川河川事務所 会議室

《 式次第 》

1.開式

2.主催者挨拶 中部地方整備局長 佐藤寿延

3.祝辞 庄内川河川事務所長 奥中智行

愛知県尾張建設事務所長 神谷孝明

4.選定委員挨拶 東京科学大学 環境・社会理工学院

教授 真田純子

5.認定証・記念品伝達 受賞団体：矢田・庄内川をきれいにする会

6.受賞者挨拶 矢田・庄内川をきれいにする会 会長 宮田照由

7.活動発表 同上 事務局長 小野天下

8.記念撮影

9.閉会

主催者挨拶
中部地方整備局長

佐藤寿延

【授与された認定証と記念品の盾、看板を掲げての記念撮影】

(３列)永田氏、溝口氏、池田氏、原氏、奥中事務所長

(２列)岩井企画調整官、神谷事務所長、真田選定委員、佐藤局長、谷本氏

(１列)小野事務局長、宮田会長、宮田会長夫人
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選定委員挨拶
東京科学大学

環境・社会理工学院
教授 真田純子氏


